
ボラを求めて東奔西走
～滝壺に棲む謎のボラ～

講座内容：
2025年に和名が付いたばかりのボラ科魚類「タキツボメナダ」。
今回は本種の発見までのエピソードを、ボラの研究を始めたきっかけ
や野外調査の思い出とともにお話します。

色とりどりのサンゴ礁性魚類がみられる
沖縄で、なぜ「ボラ」の研究なのか。

大きくもない、派手でもない、人に懐く
わけでもない魚の面白さを皆さんにお伝
えします！

皆さんへメッセージ

【第2回】

講 師：福地 伊芙映（魚類課）

琉球大学でボラ科魚類の研究を行い、博士号を取得。
修了後は、（国研）水産研究・教育機構でクロマグロの研究に携わる
も、沖縄での楽しい日々を忘れられず飼育員の道へ。

現在はボラと無縁の深海魚担当。

実 施 日 ：令和8年11月21日（土）

ふくち いふえ
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